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平成２５年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部
警 察 本 部

事 業 名 府民公募型整備事業費

予 算 額 ５４０，０００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

府民提案の多い「がんばる地域」を応援し、地域経済の回復と
身近な地域基盤の整備を図る。

（１）安心・安全整備
事業内容 交通安全対策や災害防止対策等

（２）景観整備
施設の美化整備

目 的

２ 事業概要
対 象 (百万円)

方法等 事業内容 所要額 所 管

道路舗装整備
道路側溝整備
河川護岸整備 ５００ 建設交通部
ガードレールなどの整備等

信号機の新設
信号機の改良（歩行者用灯器の増 ４０ 警 察 本 部
灯、視覚障害者用付加装置の設置）

監 理 課 経 理 担 当
075-414-5173

担当課・係名 警 察 本 部 交通規制課施設係
課・係直通電話番号 (代)075-451-9111

（内5181)

建設交通 －１－



平成２５年度９月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部
建 設 交 通 部

事 業 名 宇治茶世界遺産推進事業費

予 算 額 ８２，０００千円 新規･継続の別 新 規

１ 趣 旨

宇治茶の世界遺産登録のコンセプトが「宇治茶生産の景観」とな
り、重点区域が固まったことから、年度内の提案書提出に向けて、保
存管理計画を策定するとともに、景観保全等を緊急に実施

事 業 内 容

目 的 ２ 事業内容

対 象 ○「宇治茶生産の景観」構想推進費 ２，０００千円
景観計画の専門家等によるサポートチームを設置し、保存管理計画

方法等 及び重点区域をめぐるアクセスマップを作成

○宇治茶生産地周辺景観整備費 ８０，０００千円
宇治茶生産地の景観保全を図るため、府内産木材を活用し宇治橋

橋梁の景観補修を行うとともに、周辺アクセス道路の改良を実施

農 政 課 企画政策担当 075-414-4901
担当課・係名 道 路 建 設 課 道路・橋梁担当 課・係 直通電話番号 075-414-5252

道 路 管 理 課 安全・指導担当 075-414-5262

建設交通 －２－



平成２５年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 「海の京都」観光振興戦略拠点整備費
（「海の京都」推進事業費）

予 算 額 ３００，０００千円 新規･継続の別 新 規

１ 趣 旨
平成27年度をターゲットイヤーとして観光関連事業を実施する「海

の京都」について、一層の事業展開の加速化を図るため、戦略拠点に
おいて必要な整備を実施する。

事 業 内 容

２ 事業内容
目 的 「海の京都」の推進に向け、地域の特色を活かしたマスタープラン

を策定した「天橋立地区」及び「伊根町地区」において、そのプラン
対 象 を実現するための拠点整備を実施。

方法等

○天橋立周辺における景観形成
・宮津市及び民間との協働による景観の形成

美しい京都づくりに関連した駅前歩道、フットライト等の整備

○ＫＴＲ天橋立駅構内の修景整備
・宮津市が実施する駅前広場及び駅舎整備と合わせた駅構内の修景

整備
駅構内の跨線橋及びホーム屋根等の改修

○拠点間の交流基盤の整備
・「天橋立地区」及び「伊根町地区」を結ぶ国道１７８号の整備

海側の景色を堪能できる視認しやすい景観配慮型防護柵の設置

道 路 管 理 課 安全・指導担当 075-414-5262
担当課・係名 交 通 政 策 課 調 整 担 当 課・係 直通電話番号 075-414-4360

都 市 計 画 課 計 画 担 当 075-414-5328

建設交通 －３－



平成２５年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 京都舞鶴港クルーズ船誘致体制強化事業費
（「海の京都」推進事業費）

予 算 額 ７０，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

クルーズ船の大型化と需要の増大に対応するべく誘致体制を強化し、

平成26年４月から新たに寄港する大型クルーズ船を受け入れるため、人

流拠点として利便性の高い京都舞鶴港第２ふ頭の港湾整備を実施する。

事 業 内 容 ２ 事業内容

目 的 （１）浚渫工事

対 象 大型クルーズ船（11万ｔ級）の着岸を可能とするため、ふ頭泊地の

増深工事を実施（水深９ｍ→９．５ｍ）
方法等

（２）測量等委託費

浚渫工事後に深浅測量を実施し、海図の作成元である海上保安庁

に対し、浚渫後の水深に係る正確な情報を提供

担当課・係名 港 湾 課 建 設 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5303

建設交通 －４－



平成２５年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 北近畿タンゴ鉄道リニューアル支援費
（「海の京都」推進事業費）

予 算 額 １４，１７１千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

「あかまつ」「あおまつ」に続き、北近畿タンゴ鉄道が実施する
車両改造に対し支援を行う。

２ 事業概要

事 業 内 容 ○デザイン車両への改造

「あかまつ」「あおまつ」に続く、新しい水戸岡氏デザインに加え
目 的 食事サービス等を付加した「くろまつ(仮称)」を導入し、魅力ある

車両デザインとプラスαのサービスで新規顧客の開拓及びリピーター
対 象 の確保を図る。

方法等

○新型車両の運行計画（案）

一定の時間帯に走る列車のほか、団体貸切予約も受け付けるなど、
沿線住民に愛され利用いただくとともに、京阪神地域等からの旅行客
増が図れる運行を予定。

担当課・係名 交通政策課 調整担当 課・係直通電話番号 075-414-4360

建設交通 －５－



平成２５年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 鴨川景観対策推進費

予 算 額 ２，０００千円 新規･継続の別 新 規

１ 趣 旨

鴨川の良好な景観の形成を図るため、美しい鴨川のあり方につい
て、検討会を設置し、鴨川景観対策の推進を図る。

２ 事業概要
事業内容

鴨川の良好な景観形成を図るための景観ガイドラインを策定
目 的

・エアコン室外機の目隠し等、鴨川の良好な景観形成を統一的に行
対 象 うため、学識者・専門家等の意見を幅広く聞く場として検討懇話

会を設置
方法等

・景観ガイドラインの策定に向けた河川利用者等へのアンケート調
査やフォトモンタージュによる景観シミュレーション等を実施

担当課・係名 河川課 管理担当 課・係電話番号 075-414-5290

建設交通 －６－



平成２５年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 大規模建築物等耐震化緊急支援事業費

予 算 額 １８，８００千円 新規･継続の別 新 規

事業内容

目 的

対 象

方法等

担当課・係名 建築指導課 建築防災・安全担当 課･係直通電話番号 075-414-5346

建設交通 －７－

１ 趣 旨

建築物の耐震改修の促進に関する法律の改正（平成25年11月施行予

定）による大規模建築物等の耐震診断義務化に伴い、民間建築物の耐

震診断支援事業を実施する市町村に対して補助を行う。

２ 事業概要

[補助対象]

病院、店舗、旅館等の不特定多数の者が利用する建築物及び学校、

老人ホーム等の避難弱者が利用する建築物のうち大規模なもの等

で、昭和56年5月31日以前に着工した建築物

[負担割合]

国１／２、市町村１／６、府１／６、所有者１／６



平成２５年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 単独公共事業執行平準化対策費

(債務負担行為限度額）

予 算 額 ２，５００，０００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

年度当初時期の工事量の減少を緩和し、年間を通じて円滑な工事
執行を図るため、出水期までに施工する必要がある箇所等について債
務負担行為により施工し、年間を通じた仕事量の確保を図る。

２ 事業概要

債務負担行為として今年度中に事業着手することにより

事業内容 ① 出水期（６月頃～１０月頃）までに施工する必要がある箇所

目 的 ② 地元調整等から年度当初の工事着手が必要（可能）な箇所

対 象 ③ 夏場の交通規制困難期までに施工する必要がある箇所

方法等 等の対策を講じる。
(単位：百万円）

実 施 内 容 債 務 負 担 行 為 限 度 額

道路・街路事業 １，３８０

海 岸 事 業 ２８

都 市 公 園 事 業 ９０

防 災 対 策 事 業 １，００２

担当課・係名 監理課 経理担当 課・係 電話番号 075-414-5173

建設交通 －８－




